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は じ め に 

 

 

今年度の香川県学習状況調査の結果を分析し、報告書にまとめました。４月に行われ

た全国学力・学習状況調査の出題趣旨や傾向、調査結果を踏まえ、約半年間の学校にお

ける教育及び教育施策の成果と課題を検証し、改善に向けた情報を提供することを目的

としています。 

 

本報告書では、冊子の初め（p４、５）に今回の調査の結果から見られる特徴を簡潔に

示しています。その上で、特に意識していただきたい事柄について特集（p６～８）を組

んでいます。 

 

「特集１ 自分ごとの学びを支える」では、児童生徒が自分の目標をもつことで児童

生徒主体の学びの実現につながることが期待できることを紹介しています。授業に自分

の目標をもって取り組んでいる児童生徒ほど、「課題解決に向けて自分で考え、自分から

取り組むことができている」「分からない問題があるとき、見方や考え方を変えながら、

あきらめずに取り組んでいる」と回答しています。 

 

「特集２ 今後取り組みたいＩＣＴ活用」では、ＩＣＴをさらに活用することで、協

働的な学びを促進することが期待できることを紹介しています。「学級の友達との間で

話し合う活動をよく行っている」と肯定的に回答した児童生徒が 80％を上回っている機

を逃さず、教師のしかけによって、多様な他者とつながる学習活動の工夫が望まれます。 

 

今後の授業改善の方向性については、教科に関する調査結果及び分析（p29～48）で、

教科ごとに提案しています。その他ページには詳細なデータや分析結果を掲載しており

ますので、Column もあわせて、必要に応じてご活用ください。 

 

各市町（学校組合）教育委員会・各学校におかれましては、本報告書と全国学力・学

習状況調査報告書を併せてご活用いただき、国や県の動向も注視しながら、市町（学校

組合）や自校の現状把握、分析、改善に取り組んでいただきますようお願いいたします。

当センターといたしましては、指導主事等が直接学校等に出向き、状況の分析や改善に

ついて一緒に考えるなど、一層の学校支援に努めてまいりますので、どうぞ、ご相談く

ださい。 

 

最後になりましたが、本報告書の作成に関し、ご指導・ご助言を賜りました香川大学

教育学部の佐藤明宏先生、松島充先生、岡田涼先生、経済学部の横山佳充先生に深く感

謝の意を表します。 

 

令和７年２月 

香川県教育センター   

所長  福田 宏志  
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授業改善のポイント                            【義務教育課】 

 

 

１ ２０２０年代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿 

 令和３年１月の「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申）」において、2020年代を通

じて実現を目指す学校教育の具体的な姿として、また、一人一人の子どもを主語にする学校教育の

目指すべき姿として「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学び」が

示されました。 

 「個別最適な学び」と「協働的な学び」は、次のようにまとめられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県においても、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく育成する「個別最適な学び」と、

子どもたちの多様な個性を最大限に生かす「協働的な学び」の一体的な充実を図るために、「授業づ

くりの三訓」を心構えとして、各学校において授業改善に取り組んでいただいているところですが、

ここでは改めて、その際のポイントを確認したいと思います。 

 

２ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた授業改善のポイント 

「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」を実現させるため

には、子どもたちが「解決したい」「友達の考えを聞きたい」などの思いや願い

をもつことができるような教師の『しかけ』や子どもに委ねる『待つ』姿勢、

子どもたちの能動的な対話を促す『語らせつなぐ』教師のファシリテート、取

組みの姿勢や成果等を、教師や子ども同士で『認め励ます』環境づくり等が大

切です。  

このような授業づくりを支える教員の心構えが「授業づくりの三訓」であり、

この「授業づくりの三訓」を踏まえて授業改善を進めていくことがポイントと

なります。授業改善を進めていく際の視点として次の４つが考えられます。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
① 学習環境   
  子どもが、自ら学習を調整しながら学ぶことができるよう、ＩＣＴを活用するなど学習環境を工夫する。 

② 学びがいのある課題設定 
  知的好奇心を喚起し、主体的に考える姿勢を育むことができるよう、子どもにとって学びがいのある課題
となるよう工夫する。 

③ 自己選択・自己決定 
  個々の子どもにとって最適な学びとなるよう、学習教材や問題、解決方法、学習形態など、多様な自己選
択・自己決定の場を工夫する。 

④ 学びの過程の振り返り 
  子どもが、自身の伸びを実感したり、見通しをもったりできるよう、振り返りの目的を確認したり、振り
返りの内容やタイミングを工夫したりする。 

    「個に応じた指導」を学習者の視点で整理した学び 
 

「指導の個別化」：教師が支援の必要な子供により重点的な指導を行うことなどで効果的な指導
を実現することや、子供一人一人の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、
指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設定を行うことなど 

 

「学習の個性化」：子供自身が学習が最適となるよう調整できるように、教師が子供一人一人に
応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することなど 

 
 

探究的な学習や体験活動などを通じ、子供同士で、あるいは地域の方々をはじめ多様な他者と協
働しながら、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、様々な社会的な変化を乗り越え、持続
可能な社会の創り手となることができるよう、必要な資質・能力を育成する学び 

（「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料（令和３年３月版）」、文部科学省） 

「個別最適な学び」 

「協働的な学び」 

授業改善の視点 
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① 学習環境 

 子どもたちが自分の意志で学びたい課題や学ぶ方法等を選択・決定したり、学びを振り返って

次の見通しを立てたりするなど、自らの学習を調整しながら学ぶことができるようにするために

は、次のような学習環境を必要に応じて整備していくことが重要となります。 

 

 
 

 

 

 

 

 ② 学びがいのある課題設定 

 教師が考えさせたい課題を一方的に提示するのではなく、子どもの知的好奇心を喚起するよう

な課題を子どもたちと一緒に生み出すなど、子どもの「解決したい」という思いや願いを引き出

し、子どもにとって学びがいのある課題を設定することが重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 ③ 自己選択・自己決定 

全員が同じ道筋で学習するのではなく、子ども自らが課題を決める、課題解決に向けて学習の

順序を考える、学習の方法を自分で選ぶなど、学習教材や問題、解決方法、学習形態など多様な

自己選択・自己決定の場面を保障することが重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 学びの過程の振り返り 

  子どもが見通しをもって課題解決に取り組もうとするなど、次の学びへの意欲を高めるために

は、教師の見取りだけではなく、子ども自身が、自分の学びを振り返り把握すること（メタ認知）

が重要となります。また、伸び（成長）の実感を促すためにも、振り返りの目的を確認したり、

振り返りの内容やタイミングを工夫したりするなど、充実した振り返りができるように働きかけ

ることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

【学習の中で子どもが選択できる場面の例】 

〇学習教材や問題の選択          〇解決方法の選択 

例）解きたい練習問題を選ぶ        例）実験方法を構想し、行う 
 

〇学習形態の選択             〇時間設定の選択 

 例）個で、ペアで、集団で考える      例）どこに時間をかけるか調整する 
 

〇個の適性に沿った学び方の選択 

 例）認知スタイルに沿ったワークシート等を選択する          など 

【学習環境の例】 

○児童生徒が違いを認めて協力し合える学級づくり 

○自ら学び直し（学習の調整）や、発展的な学習に取り組めるような時間の確保 

○児童生徒が日常的にＩＣＴを活用することができる環境 

○本時の学習と日常生活を関連付けられるような掲示や教具の教室設置 

○異学年間の学びや他の学校の児童生徒との学び合い、地域の方々や多様な専門家と協働

的に学ぶことができる機会の確保                  など 

【学びがいのある課題設定の例】 

○実社会や実生活における子どもたちの疑問から生まれた課題 

○前時の振り返り等で表出された子どものつぶやきから生まれた課題 

○少し困難だが「学んだことを活用すればできそう！」と感じることができるような課題 

○子どもの「当たり前」が揺さぶられる課題               など 

【振り返りの視点の例】 

○学習内容・・・・・・・・・・何が分かった（分からない）のか 

何ができるようになった（できない）のか 

○学習過程（学び方）・・・・・ 何に着目し、どのように考えたのか 

誰と交流し、どのような視点で解決方法を得たのか 

○自己の変容・課題の発見・・・自己の成長に何が必要なのか 

次にどのような学びに挑戦したいのか   など 
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教科に関する調査 

観察したことや資料など、複数の情報を結び付けて考える

ことに課題が見られる。 

調査の結果から見られる特徴 

文章や資料から必要な情報を読み取ったことを基に、自分

の考えをもったり表現したりすることに課題が見られる。 

・  小学校国語の問題において、文章を読んで理解したことに基づい

て、感想や考えをもつことができるかをみる問題の正答率が

42.6％であった。（🕊ｐ31） 
 

・  英語の問題において、まとまりのある英文を読み、読んだことに

ついて、自分の考えとその理由を書くことができるかをみる問題

の正答率が21.3％であった。（🕊ｐ47） 

 

・   小学校理科の問題において、実験結果をもとに考察し、分かっ 

たことを整理することができるかを見る問題の正答率が38.3％ 

であった。（🕊ｐ43） 
 

・  中学校社会の問題において、資料から読み取った情報と知識と

を結び付けて農業の分布について判断できるかをみる問題の正

答率が39.5％であった。（🕊ｐ37） 
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質問紙調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒主体の学びの実現に課題が見られる。 

・ 「◇25/23課題解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいる」

と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学校が67.4%、中学校

が62.2%である。（🕊ｐ６、62） 
 

 

「自分にはよいところがある」と考えている児童生徒の

割合が増えている。 

・ 「◇6/6自分にはよいところがある」と肯定的に回答した児童生徒

の割合は、小学校は70.9％、中学校は72.1%である。 

（🕊ｐ26、59） 

 

 
・ 「◇41/40普段、１日当たり１時間以上勉強している」と回答した

児童生徒の割合は、小学校が53.5%、中学校が58.9%である。

（🕊ｐ25、65） 

学校の授業以外の勉強時間が減少している。 

 

 

一人一台端末の持ち帰り利用が進んでいる。 

・「◆34ＰＣ・タブレットなどの端末を、毎日、もしくは時々、家

庭で利用できるようにしている」と回答した学校の割合は、小学

校が74.0％、中学校が60.0％である。 

（🕊ｐ25、82） 
 

・◇は児童生徒質問紙調査を示す。 
・◆は学校質問紙調査を示す。 
・数/数は、（小学校の番号）/（中学校の番号）を示す。 
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8.6 

7.4 

18.8 

54.1 

19.6 

39.5 

58.7 

35.9 

39.5 

48.4 

20.6 

8.4 

32.1 

4.5 

1.7 

1.6 

0.2

0.2 

0.2 

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組んでいない

あまり

取り組んでいない

どちらかといえば

取り組んでいる

取り組んでいる

できている どちらかといえばできている
あまりできていない まったくできていない
その他

  特 集１ 

「課題解決に向けて自分から取り組んでいない」、「自分の目標をもって取り組んで

いない」と否定的に回答している児童生徒がいることが分かります。 

自分の目標をもつことで自分ごとの学びへ 

児童生徒主体の学びの実現に課題 

31.3 

28.6 

16.9 

15.9 

40.7 

39.8 

37.4 

35.6 

21.5 

24.2 

34.0 

35.1 

6.2 

7.2 

11.7 

13.4 

0.3 

0.3 

0.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5小

R6小

R5中

R6中

取り組んでいる どちらかといえば取り組んでいる
あまり取り組んでいない 取り組んでいない
その他

21.4 

19.1 

46.0 

43.1 

28.7 

30.9 

3.7 

6.7 

0.2 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6小

R6中

できている どちらかといえばできている
あまりできていない まったくできていない
その他

授業では、課題解決に向けて自分で考
え、自分から取り組むことができていま
すか。 

◇25/23 

【児童生徒質問紙】 

授業に、自分の目標（めあて・ねらい）
をもって取り組んでいますか。 

◇29/27 

【児童生徒質問紙】 

「◇29/27自分の目標をもって取り組んでいる」と 
「◇25/23授業では、課題解決に向けて自分で考え、 

自分から取り組むことができている」の 
クロス集計（Ｒ６中） 

「◇29/27 自分の目標をもって取り

組んでいる」と肯定的に回答した生

徒ほど、「◇25/23課題解決に向けて自

分で考え、自分から取り組んでい

る」と回答していることが分かりま

す。 

自分の目標をもつことと、児童生

徒主体の学びは、関係があると考え

られます。 

◇25/23 

◇29/27 
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28.1 

32.7 

37.1 

13.8 

6.2 

29.7 

3.6 

1.3 

1.4 

0.3

0.0 

0.0 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組んでいない

あまり

取り組んでいない

どちらかといえば

取り組んでいる

取り組んでいる

取り組んでいる

どちらかといえば取り組んでいる

あまり取り組んでいない

取り組んでいない

その他

自ら学習を調整しながら粘り強く取り組む 

「◇29/27自分の目標をもって取り組んでいる」と肯定的に回答した生徒ほど、「◇27/25

見方や考え方を変えながら、あきらめずに取り組んでいる」と回答していることが分

かります。 

教師は、試行錯誤できるように考えが変化する余地を残したり、学びに関わる選択

肢を準備したりする等、児童生徒が自ら学習を調整しながら粘り強く学習に取り組め

るようにすることが必要です。 

次の学習につなげるための振り返り 

「◇31/29 次の学習につなげるための振り

返る活動を行っていると思う」と回答した

児童ほど、「◇29/27 自分の目標をもって取

り組んでいる」と回答していることが分か

ります。 

 自分の学習の過程を振り返り、次の学習

につながるかどうかを考えることが、問題

解決の際の解決方法の見通しをもち、自分

の目標をもって取り組むことにつながる

のではないでしょうか。 

教師が、学習過程や授業前後の考えの変

容に目を向けさせ、次の学習の目標をもつ

ように促すことが必要だと考えられます。 

28.0 40.1 25.4 6.3 0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6小

思う どちらかといえば思う
あまり思わない まったく思わない
その他

     「児童生徒主体の学び」のためのチェックポイント  

□児童生徒の発言や考えを生かして課題を設定している 

□児童生徒が必要な時に目的をもって話し合えるようにしている 

□児童生徒が、課題解決に向けて、ICT 機器を使いたいときに使える環境にしている 

☑ 児童生徒が自ら振り返る活動を取り入れている 

☑ 児童生徒が選択したり、自己決定したりする場面を設定している 

学習した内容について分かった点やよく分
からなかった点等を見直し、次の学習につな
げるための振り返る活動を行っていると思

いますか。 

◇31/29

 

 【児童生徒質問紙】 

令和5年度香川県学習状況調査報告書より 

0

10

20

30

40

50

60

思う どちらかといえば思う あまり思わない まったく思わない

「◇31/29振り返る活動」と 
「◇29/27自分の目標」のクロス集計（Ｒ６小） 

■取り組んでいる 

■どちらかといえば取り組んでいる 

あまり取り組んでいない 

■取り組んでいない 

（％） 

◇29/27 

「◇29/27自分の目標をもって取り組んでいる」と 
「◇27/25見方・考え方を変えながら取り組んでいる」のクロス集計（Ｒ６中） 

◇27/25 

◇29/27 
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44.7 

31.7 

41.9 
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46.9 
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3.6 

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友達と協力できる

共有したり比べたり

しやすい

分かりやすく伝える

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない その他

13.3 

13.9

32.9 

36.7 

42.4

44.3 

29.1 

28.5

20.9 

15.8 

12.0

1.3 

4.4 

2.5

0.0 

0.6 

0.6

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりとり

発表、表現

調べる

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満 その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  特 集２ 

〔参考〕令和６年度全国学力・学習状況調査結果 

ICTの活用が、自分の学習にと

って効果があると肯定的に回答

した児童生徒の割合は70％を上

回っています。 

活用実践事例 

香川県教育センター
Web サイト 

「◆31調べる場面」で、ICT 機器を週

３回以上使用させていると回答した小

学校の割合は 77.2％ですが、「◆33 や

りとりする場面」では、50.0％でした。

中学校においても同様の傾向が見られ

ます。 

やりとりする場面で ICT を活用する 

「◇34/32 学級の友達との間で話し合いを行

っている」と肯定的に回答した児童生徒は

80％を上回っています。さらに、ICT を活用

することは、協働的な学びの促進が期待され

ます。 

例えば、学級を越えて、同じ課題解決に向

けて取り組んでいる友達との間で、お互いの

学習状況を参照したり、コメントを送り合っ

たりすることが考えられます。 

また、地域の方や遠隔地の学校とつながり

をもつことも、ICT を活用することで容易に

なりました。 

83.8 
85.2 85.3 83.783.1 

86.4 86.2 
85.1

70

80

90

100

R3 R4 R5 R6

小５

中２

※「思う」+「どちらかといえば思う」と回答
（％） 

普段の授業では、学級の友達との間で話し合

う活動をよく行っていると思いますか。 

◇34/32 

【児童生徒質問紙】 

 小学校第６学年 

児童生徒一人一人に配備された PC・タブレ

ットなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させ
ていますか。 

◆31～33 

【学校質問紙】 

分かりやすく伝える
ことができる 

◇28/28 ICT 機器の活用についての意識 

 【児童質問調査】 
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Ⅰ 調査結果(概論) 
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調査の概要 

 

(1) 調査の目的  児童生徒の学力や学習状況をきめ細かく把握し、指導方法の工夫・改善

に役立てるとともに、児童生徒の理解の程度に基づく個に応じた指導など

を実施する契機とする。 

 

(2) 調査の時期  小学校 第５学年 ： 令和６年10月29日（火）～ 11月８日（金） 

 中学校 第２学年 ： 令和６年11月５日（火）～ 11月14日（木） 

 

(3) 調査の対象  県内公立学校の小学校第５学年及び中学校第２学年の全ての児童生徒 

・学 校 数  小学校 151校、中学校 66校 

（附属学校及び県立学校を含む） 

・児童生徒数                       ［単位：人］ 

校種・学年 

教科 
小学校 第５学年 中学校 第２学年 

国語 7,626 7,168 

社会 7,621 7,167 

算数・数学 7,618 7,172 

理科 7,602 7,182 

英語  7,173 

児童生徒質問紙 7,719 7,201 

 

(4) 調査の内容 

① 教科に関する調査 

・実施教科  小学校 第５学年 ： 国語、社会、算数、理科   （４教科） 

中学校 第２学年 ： 国語、社会、数学、理科、英語（５教科） 

・出題範囲  前学年までに学習した内容及び当該年度前期（４月～９月末）に学習した内容 

・問題の質と量 

ア  学習指導要領に則して、基礎的・基本的な「知識及び技能」や、知識及び技能を活

用して課題を解決するために必要な「思考力・判断力・表現力等」に関する問題 

イ  １教科あたり小学校については40分、中学校については45分で解答できる量 

 

② 児童生徒質問紙調査 

 調査する学年の児童生徒を対象に、学習や生活の諸側面等に関する調査を質問紙の形式で実

施する。 

 

③ 学校質問紙調査 

 学校における各種の取組や児童生徒の状況等に関する調査を質問紙の形式で実施する。  
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(5) 調査結果の活用 

 香川県教育委員会及び各市町（学校組合）教育委員会や学校は、本調査の目的を達成するため、

次のような結果を活用した取組に努めることとする。 

 

○ 各学校は、自校で編成・実施している教育課程を評価する資料の一つとして調査結果を活用

し、学習指導に係る検証改善サイクルを確立するように努める。 

・ 当該年度前期までの学習内容の定着状況を確かめ、教員が自身の指導を振り返り、指導方

法の改善を図るとともに、児童生徒の理解の状況に応じて、発展的な学習や補充的な指導な

どを行う。 

・ 質問紙調査の結果から、児童生徒の状況に応じて「授業規律の確立」「学習意欲と学習に向

かう態度の育成」「学習方法の指導」等の取組の推進を図るとともに、児童生徒や保護者に対

して、よさやつまずきの状況を説明し、生活や学習の状況について、これまでを振り返り、

これからの見通しをもつ機会を設ける。 

・ 分析・検証の際にまとめられた成果と課題に基づいて、本年度の年間指導計画や校内指導

体制等を見直し、次年度計画を作成する。 

 

○ 香川県教育委員会及び各市町（学校組合）教育委員会は、教育施策の成果と課題を把握・検

証し、教育施策の改善に努めるとともに、それぞれの役割と責任に応じて、学校における取組

等に対して必要な支援を行う。 

 

 

【調査結果の数値について】 

表記された数値は、端数処理のため0.1の誤差が生じることがある。 

 Ⅰ
 

調
査
結
果(

概
論) 
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香川県重点項目に関する質問項目 (全国学力・学習状況調査との関連) 

   

 

 

※ ○…小５年、中２年の児童生徒対象 

※ 令和６年度全国学力・学習状況調査と同一の質問項目には、質問番号（全国報告書参照）を、類似の質

問項目には質問番号に（ ）を付けて、全国関連の欄に表記している。 

経年比較から見られる現状について、香川県重点項目として６つのカテゴリー項目別にＱ＆Ａにまと
めました。 

 

 
小 中

20 20 勉強は好きですか。
(42 50
58 61)

(◆) ○ ○ ○ ○

21 21 授業は楽しいと思いますか。 ― ○ ○ ○ ○

25 23 授業では、課題解決に向けて自分で考え、自分から取り組むことができていますか。 30 ○

27 25
分からない問題があるとき、見方や考え方を変えながら、あきらめずに取り組んでいます
か。

(55) ○ ○ ○ ○

28 26 分からないところは先生や友達に質問して解決していますか。 ― ○ ○ ○ ○

30 28
授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を立て、その解決に向けて情報を集め、
話し合いながら整理して発表する学習活動に取り組んでいますか。

― ○ ○ ○ ○

32 30 普段の授業では、自分の考えを発表する機会が与えられていると思いますか。 ― ○ ○ ○ ○

33 31
授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話
の組み立てなどを工夫して発表していますか。

29 ○ ○ ○ ○

34 32 普段の授業では、学級の友達との間で話し合う活動をよく行っていると思いますか。 ― ○ ○ ○ ○

35 33 普段の授業では、友達と話し合うとき、目的をもって取り組んでいますか。 ― ○ ○

36 34
学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを広げたり、深めたりすることがで
きていますか。

(33) ○ ○ ○ ○

39 38 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。 ― ○ ○ ○ ○

41 40
学校の授業以外に、普段（月～金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか。
（宿題や学習塾や家庭教師の時間もふくみます。）

21 ○ ○ ○ ○

42 41
土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか。
（宿題や学習塾や家庭教師の時間もふくみます。）

22 ○ ○ ○ ○

4 4 ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがありますか。 ― ○ ○ ○ ○

5 5 むずかしいことでも、失敗をおそれないで挑戦していますか。 ― ○ ○ ○ ○

6 6 自分には、よいところがあると思いますか。 9 ◆ ○ ○ ○ ○

7 7 将来の夢や目標をもっていますか。 11 (◆) ○ ○ ○ ○

8 8 学校のきまりを守っていますか。 ― ○ ○ ○ ○

10 10 人が困っているときは、進んで助けていますか。 12 ○ ○ ○ ○

11 11 人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか。 ― ◆ ○ ○ ○ ○

12 12 いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 13 ◆ ○ ○ ○ ○

13 13 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 15 ○ ○ ○ ○

15 15 今住んでいる地域(香川県）の歴史や自然、産業について関心がありますか。 ― ◆ ○ ○ ○ ○

49 48 学校に行くのは楽しいと思いますか。 16 ◆ ○ ○ ○ ○

50 49 学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがありますか。 ― ○ ○ ○ ○

51 50 学級では、安心して自分の意見を言うことができますか。 ― ○ ○ ○ ○

16 16
普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯
式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか。

5 ○ ○ ○ ○

17 17
普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンで通話やメー
ル、インターネットをしますか。（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間は除く）

(6) ○ ○ ○ ○

18 18
携帯電話やスマートフォン、ゲーム機などを使う場合、家の人と決めた使用ルールを守って
いますか。

7 ◆ ○ ○ ○ ○

46 45 読書は好きですか。 ― ◆ ○ ○ ○ ○

学
校
生
活

Q5
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ィ

ア
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利
用
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Q2

Q1

学
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項目

Q＆A
R６　児童生徒質問紙　質問項目 全国

関連
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計画
指標
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【教科に関する調査結果】 

１ 平均正答率 
 

 

小学校 第５学年 中学校 第２学年 

平均正答率 

調査内容別平均正答率 

平均正答率 

調査内容別平均正答率 

知識・技能 
思考・判断 

・表現 
知識・技能 

思考・判断 

・表現 

国語 57.9 67.9 55.2 60.5 71.0 49.0 

社会 65.8 66.4 65.0 50.2 64.2 42.4 

算数・数学 64.8 72.9 54.9 52.3 60.0 34.7 

理科 59.0 66.4 56.8 52.6 50.1 55.9 

英語    47.8 49.9 43.4 

平均 61.9 68.4 58.0 52.7 59.0 45.1 

 

２ 平均正答率の推移 
 

小学校 第５学年 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

国語 57.1 56.5 55.0 57.9 

社会 73.0 67.7 69.4 65.8 

算数 66.8 77.7 58.5 64.8 

理科 67.3 57.6 67.1 59.0 
 

 

中学校 第２学年 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

国語 67.3 62.9 59.4 60.5 

社会 66.8 63.3 53.8 50.2 

数学 66.2 56.4 42.8 52.3 

理科 56.7 55.9 46.0 52.6 

英語 60.4 56.7 57.4 47.8 

令和６年度香川県学習状況調査 

全体的な状況 
Point 

 

１．小学校は、４教科の平均正答率が61.9％で、中学校は、５教科の平均正答率が

52.7％であった。 

２．「知識・技能」については、算数・中学校国語の平均正答率が 70％を上回って
いる。「思考・判断・表現」については、中学校で理科を除く４教科の平均正答率
が50％を下回っている。 

 

［単位：％］ 

［単位：％］ 

［単位：％］ 

 Ⅰ
 

調
査
結
果(

概
論) 
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【小学校 第５学年】  

正答数分布（国語） 正答数分布（社会） 

   

正答数分布（算数） 正答数分布（理科） 

   

正答率の内訳 

 

9.5 

2.0 

3.0 

2.6 

20.1 

11.7 

13.7 

21.9 

21.7 

25.9 

23.3 

29.3 

34.1 

36.6 

34.5 

33.2 

14.6 

23.8 

25.5 

13.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語

社会

算数

理科

～20% 20～40% 40～60% 60～80% 80～100%

令和６年度香川県学習状況調査 

正答数・正答率の分布 【小学校】 
１．社会・算数において、正答率80％以上の児童の割合が20％を上回っている。 

2．国語・理科においては、正答率40%未満の児童の割合が20%を上回っている。 

（問） 

（問） （問） 

（問） 

（％） 
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【中学校 第２学年】 

正答数分布（国語） 正答数分布（社会） 

 

 

正答数分布（数学） 正答数分布（理科） 

  

正答数分布（英語） 正答率の内訳 
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社会 香川県

令和６年度香川県学習状況調査 

正答数・正答率の分布 【中学校】 

（問） （問） 

（問） 

（問） 

 Ⅰ
 

調
査
結
果(

概
論) 

国語以外の４教科において、正答率40％未満の生徒の割合が20％を上回って

いる。 

（％） 

（問） 
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１ 無解答率                  ２ 無解答率の推移 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校 第５学年 中学校 第２学年 

国語 5.1 (-1.7) 8.9 (+1.2) 

社会 2.0 (-0.5) 6.3 (-1.1) 

算数・数学 2.4 (-3.9) 10.4 (-4.1) 

理科 1.0 (+0.4) 4.3 (-1.5) 

英語  6.6 (+2.2) 

平均 2.6 (-1.5) 7.3 (-0.7) 

 

令和６年度香川県学習状況調査 

無解答率 
Point 

 

 
１．無解答率は、小・中学校ともに、昨年度より減少している。特に、算数・数学にお

いて大きく減少している。 

２．問題形式別では、中学校において記述式問題の無解答率が高い。 

［単位：％ (Ｒ５との差：pt)］ 

 

) 

Column 

３ 問題形式別無解答率の割合 

記述式問題では、文章を読んで理解したことや資料から読

み取ったことを基に自分の考えを記述する問題、問題解決の

方法を説明する問題などで無解答率が高くなっています。 

教科の正答率とのクロス集計結果からは、「自分の考えが

うまく伝わるよう、工夫して発表している」と肯定的に回答

している児童生徒ほど正答率が高いことが分かります。 

授業においては、目的に応じて、情報を取捨選択し、自分

の考えを整理、表現する活動や、学んだことを使って解決方

法を考えたり説明したりする活動に、一人一人が取り組める

ようにすることが大切です。 

選択肢別の正答率 

1.8 1.6 1.4 0.5

8.3
5.6

2.7

11.0

6.9
3.9

6.3
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国語 社会 算数 理科

問題形式別 無解答率 【小学校 第５学年】

選択 短答 記述

（％） 

1.6 1.2 1.5 1.2 1.7

9.5 8.7 8.3

15.1 15.2
17.0

24.1

35.9

12.7

35.3
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国語 社会 数学 理科 英語

問題形式別 無解答率 【中学校 第２学年】

選択 短答 記述

（％） 

2.2 
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) 

※ 小・理科において記述式は出題していない。 

0 20 40 60 80

国語（小）

国語（中）

している どちらかといえばしている

あまりしていない まったくしていない

◇33/31 授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の
考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立
てなどを工夫して発表していますか。 

【児童生徒質問紙調査】 

(％) 
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○肯定的な回答の割合が高い５つの質問項目 

質問  

番号  
質問事項  % 

12 いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。  96.5 

13 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。  94.6 

11 人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか。  94.5 

38 
学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思

いますか。  
93.4 

９ 係や委員の仕事など、自分の役割をきちんと果たしていますか。  93.2 

○肯定的な回答の割合が低い５つの質問項目 

質問  

番号  
質問事項  % 

 40 テストで間違えた問題について、間違えたところを後で勉強していますか。  49.3  

20 勉強は好きですか。  50.5 

45 悩みや困ったことがあったとき、だれかに相談していますか。  58.0  

39 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。  58.5  

33 
授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資

料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していますか。  
63.6  

 

 

○肯定的な回答の割合が高い５つの質問項目 

質問  

番号  
質問事項  % 

12 いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。  95.9 

９ 係や委員の仕事など、自分の役割をきちんと果たしていますか。  94.9 

８ 学校のきまりを守っていますか。  94.6 

13 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。  94.5 

11 人の気持ちが分かる人間になりたいと思いますか。  94.2 

○肯定的な回答の割合が低い５つの質問項目 

質問  

番号  
質問事項  % 

20 勉強は好きですか。  26.9  

15 今住んでいる地域（香川県）の歴史や自然、産業について関心がありますか。 43.6  

39 テストで間違えた問題について、間違えたところを後で勉強していますか。  44.0  

38 家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。  47.3  

27 授業に、自分の目標（めあて・ねらい）をもって取り組んでいますか。  51.5 

 

※ 肯定的な回答とは、回答選択肢１+２を指す。 

※ 時間や頻度を問う質問項目は除く。 

令和６年度香川県学習状況調査 

結果に特徴の見られる質問 【児童生徒質問紙】 

小学校第５学年  

中学校第２学年  
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１ 【小学校】教科の平均正答率と関係が見られた児童質問紙調査結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 「香川県重点項目に関わる質問事項」において児童生徒質問紙調査結果の選択肢別平均正答率が、「回答１>回答２>回答３>回

答４>回答５>回答６」の関係である調査結果を示す。ただし、質問項目 16、17 は「回答１<回答２<回答３<回答４<回答５」の関

係。 

令和６年度香川県学習状況調査 

教科に関する調査結果と児童生徒質問紙調査結果のクロス集計  

 Ⅰ
 

調
査
結
果(

概
論) 

1 2 3

国語 社会 算数 理科

① ある 60.1 67.8 66.8 60.7
② どちらかといえばある 54.7 63.4 62.4 56.5
③ どちらかといえばない 49.3 58.3 56.6 51.6

④ ない 44.7 50.9 50.8 47.9
差➀−➃ 15.4 16.9 16.0 12.8

① 思う 60.6 68.4 67.3 61.2

② どちらかといえば思う 58.9 67.0 66.2 59.7
③ あまり思わない 54.6 62.4 61.4 56.2

④ まったく思わない 50.8 58.9 57.2 52.8

差➀−➃ 9.8 9.5 10.1 8.4
① 守っている 60.4 67.7 66.3 60.3

② どちらかといえば守っている 58.1 66.4 65.5 59.6
③ あまり守っていない 47.4 56.5 56.3 50.5

④ 守っていない 42.5 49.3 49.1 45.8
差➀−➃ 17.9 18.4 17.2 14.5

① ４時間以上 46.9 54.8 53.7 48.8

② ３時間以上、４時間より少ない 53.9 63.0 61.1 55.7
③ ２時間以上、３時間より少ない 56.8 65.0 64.3 57.8

④ １時間以上、２時間より少ない 61.9 70.1 69.1 62.6
⑤ １時間より少ない 66.6 73.2 72.5 66.7
⑥ まったく利用していない 66.9 73.1 72.4 66.9

差①-⑤ -19.7 -18.4 -18.8 -17.9
① ４時間以上 46.8 54.3 52.7 47.5

② ３時間以上、４時間より少ない 50.2 57.7 55.6 51.5

③ ２時間以上、３時間より少ない 53.9 61.5 60.4 54.6
④ １時間以上、２時間より少ない 58.5 66.5 65.8 58.6

⑤ １時間より少ない 62.7 70.3 69.8 63.7

⑥ まったく利用していない 61.3 70.1 68.9 63.3
差①-⑤ -15.9 -16.0 -17.1 -16.2

① 好き 67.6 74.8 74.1 67.3
② どちらかといえば好き 60.3 69.0 67.8 61.8

③ どちらかといえばきらい 55.4 63.2 62.1 56.4
④ きらい 50.2 57.5 56.7 51.6

差➀−➃ 17.4 17.3 17.4 15.7
① 思う 61.7 69.7 68.1 62.2
② どちらかといえば思う 58.2 66.5 65.6 59.7

③ あまり思わない 54.0 61.6 61.1 55.0
④ まったく思わない 49.3 55.6 54.6 50.4

差➀−➃ 12.4 14.1 13.5 11.8
① できている 65.3 72.8 72.6 66.0
② どちらかといえばできている 59.7 67.8 66.8 60.3
③ あまりできていない 51.8 59.7 58.2 53.4

④ まったくできていない 42.0 50.3 48.0 45.3
差➀−➃ 23.3 22.5 24.6 20.7

① 取り組んでいる 63.3 71.4 70.9 64.1

② どちらかといえば取り組んでいる 58.0 65.7 64.7 58.7
③ あまり取り組んでいない 48.8 57.3 55.0 50.7

④ まったく取り組んでいない 41.2 47.8 45.7 44.3
差➀−➃ 22.1 23.6 25.2 19.8

① している 60.7 68.4 67.6 61.2
② どちらかといえばしている 57.3 65.2 64.0 58.3
③ あまりしていない 52.5 61.5 59.9 55.4

④ まったくしていない 50.5 58.2 56.8 51.0
差➀−➃ 10.2 10.2 10.8 10.2

① 取り組んでいる 61.2 68.8 67.6 61.3
② どちらかといえば取り組んでいる 58.3 66.3 65.4 59.2
③ あまり取り組んでいない 52.6 61.2 60.2 55.4

④ まったく取り組んでいない 47.2 53.9 52.2 49.2

差➀−➃ 14.0 14.9 15.4 12.1
① 思う 62.3 70.3 69.2 63.2

② どちらかといえば思う 56.4 64.6 63.8 57.6
③ あまり思わない 51.5 59.5 58.0 52.9

④ まったく思わない 47.0 53.5 52.9 48.3

差➀−➃ 15.3 16.8 16.3 14.9

質問
番号 質問事項 選択肢

当該選択肢を選んだ児童の平均正答率（％）

8 学校のきまりを守っていますか。

4
ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことが
ありますか。

6 自分には、よいところがあると思いますか。

20 勉強は好きですか。

21 授業は楽しいと思いますか。

16

普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、
テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲー
ム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含
む）をしますか。

17

普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、
携帯電話やスマートフォンで通話やメール、イン
ターネットをしますか。（携帯電話やスマートフォン
を使ってゲームをする時間は除く）

25
授業では、課題解決に向けて自分で考え、自分か
ら取り組むことができていますか。

27
分からない問題があるとき、見方や考え方を変え
ながら、あきらめずに取り組んでいますか。

32
普段の授業では、自分の考えを発表する機会が与
えられていると思いますか。

28
分からないところは先生や友達に質問して解決し
ていますか。

30

授業では、学級やグループの中で自分たちで課題
を立て、その解決に向けて情報を集め、話し合い
ながら整理して発表する学習活動に取り組んでい
ますか。
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国語 社会 算数 理科

① している 64.1 70.8 70.1 63.6

② どちらかといえばしている 59.1 67.6 66.5 60.4
③ あまりしていない 53.2 61.4 60.2 54.9

④ まったくしていない 49.4 57.5 56.0 51.3
差➀−➃ 14.7 13.3 14.1 12.3

① 思う 60.2 67.8 66.9 60.5
② どちらかといえば思う 57.6 65.8 64.6 59.1

③ あまり思わない 52.5 61.5 60.3 54.9

④ まったく思わない 48.4 55.1 53.4 51.3

差➀−➃ 11.8 12.7 13.5 9.2
① 取り組んでいる 60.6 68.3 67.5 61.1
② どちらかといえば取り組んでいる 58.2 66.4 65.2 59.2

③ あまり取り組んでいない 53.3 61.7 60.5 55.7
④ 取り組んでいない 49.7 56.3 54.9 51.0

差➀−➃ 10.9 12.0 12.6 10.1
① できている 62.2 69.4 68.6 62.3

② どちらかといえばできている 58.3 66.5 65.5 59.5
③ あまりできていない 52.0 60.6 59.3 53.9

④ まったくできていない 46.5 55.2 52.9 49.2
差➀−➃ 15.7 14.2 15.7 13.1

① している 62.5 70.0 69.3 62.3
② どちらかといえばしている 59.3 67.1 66.4 60.5

③ あまりしていない 55.1 63.4 62.0 56.7

④ まったくしていない 51.6 59.8 58.3 53.4

差➀−➃ 10.9 10.2 11.0 8.9
① 好き 63.7 70.7 68.8 64.0

② どちらかといえば好き 56.7 65.2 64.3 58.2
③ どちらかといえばきらい 53.2 61.6 62.1 54.8

④ きらい 48.4 57.2 57.2 49.6
差➀−➃ 15.3 13.5 11.6 14.4

① 思う 61.1 68.8 67.5 61.3

② どちらかといえば思う 57.5 66.0 65.0 59.3
③ あまり思わない 54.6 62.1 61.6 55.7

④ まったく思わない 48.9 56.8 56.0 51.0
差➀−➃ 12.2 12.0 11.5 10.3

① ある 59.8 67.3 66.4 60.2

② どちらかといえばある 56.3 64.8 64.1 58.1

③ どちらかといえばない 55.4 64.2 62.7 57.3

④ ない 51.8 59.1 56.5 53.5

差➀−➃ 8.0 8.2 9.9 6.7
① できる 61.3 69.7 69.0 62.2

② どちらかといえばできる 58.3 66.6 65.1 59.5
③ どちらかといえばできない 54.4 61.7 61.1 55.6

④ できない 51.7 58.0 56.5 52.4

差➀−➃ 9.6 11.7 12.5 9.8

選択肢
当該選択肢を選んだ児童の平均正答率（％）

33
授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の
考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立
てなどを工夫して発表していますか。

質問
番号 質問事項

39 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。

34
普段の授業では、学級の友達との間で話し合う活
動をよく行っていると思いますか。

35
普段の授業では、友達と話し合うとき、目的をもっ
て取り組んでいますか。

36
学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分
の考えを広げたり、深めたりすることができていま
すか。

49 学校に行くのは楽しいと思いますか。

50
学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかっ
たことがありますか。

51
学級では、安心して自分の意見を言うことができま
すか。

46 読書は好きですか。
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２ 【中学校】教科の平均正答率と関係が見られた生徒質問紙調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅰ
 

調
査
結
果(

概
論) 

1 2 3 4

国語 社会 数学 理科 英語
① ある 62.1 51.5 54.2 54.1 49.6

② どちらかといえばある 58.4 48.5 49.3 50.2 44.4
③ どちらかといえばない 54.6 44.5 46.2 46.5 43.0
④ ない 47.6 41.1 39.4 43.2 37.4

差➀−➃ 14.5 10.4 14.8 10.9 12.2
① 思う 61.9 51.8 54.5 54.1 49.8
② どちらかといえば思う 61.6 51.2 53.7 53.8 48.9

③ あまり思わない 59.3 48.3 49.5 50.6 45.3
④ まったく思わない 53.2 43.8 43.4 45.7 39.7

差➀−➃ 8.7 8.0 11.1 8.4 10.1
① 守っている 62.6 52.2 54.8 54.9 50.3
② どちらかといえば守っている 59.3 49.0 50.7 51.1 45.9
③ あまり守っていない 51.8 41.2 42.0 42.1 38.0

④ 守っていない 41.4 35.5 33.8 34.3 33.5
差➀−➃ 21.2 16.7 21.0 20.6 16.8

① 思う 61.7 50.8 53.5 53.5 49.0

② どちらかといえば思う 58.6 49.5 50.0 51.0 45.2
③ あまり思わない 57.5 48.0 48.5 49.7 44.5

④ まったく思わない 45.9 43.3 39.7 43.6 37.5

差➀−➃ 15.8 7.5 13.8 9.9 11.5
① ４時間以上 50.9 41.1 40.4 41.8 35.9

② ３時間以上、４時間より少ない 55.9 45.8 46.4 47.6 41.4

③ ２時間以上、３時間より少ない 61.0 50.9 52.9 53.5 47.1
④ １時間以上、２時間より少ない 64.3 54.5 57.1 57.2 52.7

⑤ １時間より少ない 67.3 56.6 60.8 59.8 57.0
⑥ まったく利用していない 68.1 55.3 60.6 59.3 58.3

差①-⑤ -16.4 -15.5 -20.4 -18.0 -21.1
① ４時間以上 52.8 41.9 41.8 43.0 38.5
② ３時間以上、４時間より少ない 57.8 46.3 47.6 48.3 43.7

③ ２時間以上、３時間より少ない 61.4 49.9 52.5 52.5 48.4

④ １時間以上、２時間より少ない 63.3 52.7 55.8 55.4 51.3
⑤ １時間より少ない 65.1 56.0 59.3 59.0 53.6
⑥ まったく利用していない 61.0 54.8 55.0 56.6 48.5

差①-⑤ -12.3 -14.1 -17.5 -16.0 -15.1
① 好き 68.9 61.1 66.5 64.1 63.2
② どちらかといえば好き 66.2 57.1 60.5 59.9 55.9

③ どちらかといえばきらい 62.0 51.4 53.7 53.7 48.5
④ きらい 55.3 44.2 44.8 46.2 40.6

差➀−➃ 13.6 16.9 21.7 17.9 22.6
① 思う 62.4 54.0 57.1 56.0 52.0
② どちらかといえば思う 62.3 52.5 54.4 54.8 49.4

③ あまり思わない 60.2 48.1 50.3 50.8 45.9
④ まったく思わない 53.1 42.0 42.8 44.3 40.3

差➀−➃ 9.3 12.0 14.3 11.7 11.7
① できている 67.7 57.9 63.6 61.6 58.4
② どちらかといえばできている 63.3 53.3 56.0 55.6 50.6
③ あまりできていない 55.7 44.4 44.6 46.5 40.6

④ まったくできていない 46.3 37.0 33.6 37.0 33.1
差➀−➃ 21.4 20.9 30.0 24.6 25.3

① 取り組んでいる 66.9 57.5 63.5 61.1 57.5

② どちらかといえば取り組んでいる 61.8 51.3 53.3 53.5 48.4

③ あまり取り組んでいない 54.9 44.0 42.6 45.5 39.3
④ まったく取り組んでいない 46.2 35.5 33.1 36.5 33.0

差➀−➃ 20.7 22.0 30.4 24.6 24.5
① している 64.9 54.4 59.0 57.5 53.6
② どちらかといえばしている 60.6 50.4 52.1 52.4 47.5

③ あまりしていない 56.9 46.0 45.6 48.0 42.1

④ まったくしていない 49.4 41.0 39.1 42.2 36.3

差➀−➃ 15.5 13.4 19.9 15.3 17.3
① 取り組んでいる 62.2 52.1 55.0 54.5 50.4
② どちらかといえば取り組んでいる 61.6 51.0 52.9 53.3 48.2

③ あまり取り組んでいない 58.2 47.7 49.4 50.3 44.8

④ まったく取り組んでいない 49.7 41.2 40.6 42.1 38.3

差➀−➃ 12.5 10.9 14.4 12.4 12.1
① 思う 63.9 53.9 57.0 56.6 51.6

② どちらかといえば思う 61.1 50.2 52.2 52.5 47.4

③ あまり思わない 55.0 43.9 44.7 46.1 42.2

④ まったく思わない 42.1 35.5 33.0 35.4 32.9

差➀−➃ 21.8 18.4 24.0 21.2 18.7

当該選択肢を選んだ生徒の平均正答率（％）

28

授業では、学級やグループの中で、自分
たちで課題を立て、その解決に向けて情
報を集め、話し合いながら整理して発表す
る学習活動に取り組んでいますか。

30
普段の授業では、自分の考えを発
表する機会が与えられていると思
いますか。

25
分からない問題があるとき、見方や
考え方を変えながら、あきらめずに
取り組んでいますか。

26
分からないところは先生や友達に
質問して解決していますか。

23
授業では、課題解決に向けて自分
で考え、自分から取り組むことがで
きていますか。

20 勉強は好きですか。

21 授業は楽しいと思いますか。

16

普段（月～金曜日）、１日当たりど
れくらいの時間、テレビゲーム（コン
ピュータゲーム、携帯式のゲーム、
携帯電話やスマートフォンを使った
ゲームも含む）をしますか。

17

普段（月～金曜日）、１日当たりど
れくらいの時間、携帯電話やスマー
トフォンで通話やメール、インター
ネットをしますか。（携帯電話やス
マートフォンを使ってゲームをする時
間は除く）

13
人の役に立つ人間になりたいと思
いますか。

8 学校のきまりを守っていますか。

質問
番号 質問事項 選択肢

4
ものごとを最後までやりとげて、うれ
しかったことがありますか。

6
自分には、よいところがあると思い
ますか。
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 1 2 3 4

国語 社会 数学 理科 英語
① している 65.7 55.6 59.3 58.8 55.2
② どちらかといえばしている 63.0 52.7 55.6 55.1 50.0
③ あまりしていない 57.2 46.1 46.9 48.3 42.7
④ まったくしていない 49.5 40.8 39.5 41.2 37.1

差➀−➃ 16.2 14.8 19.8 17.6 18.1
① 思う 62.4 52.0 54.5 54.3 50.2
② どちらかといえば思う 60.8 50.3 52.1 52.6 47.2
③ あまり思わない 57.4 47.0 49.1 49.9 45.0
④ まったく思わない 47.1 39.6 38.6 40.7 34.5

差➀−➃ 15.3 12.4 15.9 13.6 15.7
① 取り組んでいる 61.9 51.4 54.4 53.8 49.5
② どちらかといえば取り組んでいる 61.6 51.2 53.4 53.4 48.7
③ あまり取り組んでいない 58.9 48.6 49.6 51.1 45.5
④ 取り組んでいない 53.8 44.3 44.6 46.7 41.7

差➀−➃ 8.1 7.1 9.8 7.1 7.8
① できている 63.7 53.1 56.5 55.7 51.8
② どちらかといえばできている 61.2 51.0 52.8 53.2 47.9
③ あまりできていない 56.0 45.7 46.4 48.0 42.1
④ まったくできていない 47.4 38.6 37.2 40.1 35.0

差➀−➃ 16.3 14.5 19.3 15.6 16.8
① している 64.1 54.2 57.7 56.9 54.9
② どちらかといえばしている 63.0 52.7 55.4 55.1 50.6
③ あまりしていない 59.9 49.1 50.7 51.3 45.7
④ まったくしていない 55.4 45.5 46.0 47.4 40.9

差➀−➃ 8.7 8.7 11.7 9.5 14.0
① 好き 66.5 55.9 58.3 58.6 53.7
② どちらかといえば好き 61.6 51.1 52.3 53.1 47.9
③ どちらかといえばきらい 57.4 46.9 50.0 49.5 44.8
④ きらい 52.3 42.9 45.1 45.1 41.1

差➀−➃ 14.2 13.0 13.2 13.5 12.6
① できる 61.9 51.8 54.4 54.1 49.2
② どちらかといえばできる 61.3 51.1 53.3 53.6 49.0
③ どちらかといえばできない 59.1 47.9 49.5 50.2 44.9
④ できない 54.4 43.7 43.8 45.9 41.2

差➀−➃ 7.5 8.1 10.6 8.2 8.0

当該選択肢を選んだ生徒の平均正答率（％）

50
学級では、安心して自分の意見を
言うことができますか。

45 読書は好きですか。

38
家で、自分で計画を立てて勉強をし
ていますか。

34

学級の友達との間で話し合う活動
を通じて、自分の考えを広げたり、
深めたりすることができています
か。

31

授業で、自分の考えを発表する機会では、
自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文
章、話の組み立てなどを工夫して発表して
いますか。

32
普段の授業では、学級の友達との
間で話し合う活動をよく行っていると
思いますか。

33
普段の授業では、友達と話し合うと
き、目的をもって取り組んでいます
か。

質問
番号 質問事項 選択肢



- 22 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

○回答選択肢１の回答の割合が 80％を上回る質問項目 

質問 
番号 

質問項目  % 

37 
小・中が連携し、小学６年生の児童に対して、中学校への進学に対する不安を

なくすための取組を行いましたか。（予定を含む） 
95.6 

 

○肯定的な回答の割合が 70％を下回る質問項目 

質問  

番号  
質問項目  % 

７ 
いじめの認知件数や学校いじめ対策組織の構成員を保護者等へ積極的に情報

提供していますか。 
36.7 

42 現職教育等で「生徒指導提要（改訂版）」を活用していますか。 42.4 

41 現職教育等で「さぬきの授業 基礎・基本〔改訂版〕」を活用していますか。 59.5 

 

 

 

 

 

○回答選択肢１の回答の割合が 80％を上回る質問項目 

質問  

番号  
質問項目  % 

37 
小・中が連携し、小学６年生の児童に対して、中学校への進学に対する不安

をなくすための取組を行いましたか。（予定を含む） 
94.3 

 

○肯定的な回答の割合が 70％を下回る質問項目 

質問  

番号  
質問項目  % 

28 新聞や学校図書館等を活用した授業を行っていますか。 40.0 

７ 
いじめの認知件数や学校いじめ対策組織の構成員を保護者等へ積極的に情報

提供していますか。 
41.5 

42 現職教育等で「生徒指導提要（改訂版）」を活用していますか。 44.3 

41 現職教育等で「さぬきの授業 基礎・基本〔改訂版〕」を活用していますか。 47.2 

35 
「ふるさと教材」等を活用した、ふるさとの素晴らしさを実感させる授業を行

っていますか。（社会科や道徳科等での、ふるさとや身近な地域・郷土に関す

る授業も含む） 

55.7 

４ 地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして、保護者
や地域の人との協働による活動を行いましたか。 

65.7 

 

 Ⅰ
 

調
査
結
果(

概
論) 

※ 肯定的な回答とは、回答選択肢１+２を指す。 

※ 時間や頻度を問う質問項目は除く。 

令和６年度香川県学習状況調査 

結果に特徴の見られる質問 【学校質問紙】 

小学校  

中学校  



- 23 - 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

   

 

 

   

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「学習意欲」に関わる質問紙調査結果については、どのような傾向が見

られましたか。 
 Question 

  1 
学習意欲 

 

１ 「◇20/20 勉強は好き」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小・中学校ともに、  

減少している。 

２ 「◇21/21授業は楽しい」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学校で横ばいであ

るが、中学校では減少傾向である。 

 

Answer    

 

55.0 

51.0 51.7 
50.5 

31.0

27.8 27.6 26.9

20

30

40

50

60

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇20/20 勉強は好きですか。

※「好き」+「どちらかといえば好き」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

74.1 
73.0 73.1 73.4 

63.4 62.6 
61.3 

59.0 

40

50

60

70

80

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇21/21 授業は楽しいと思いますか。

※「思う」+「どちらかといえば思う」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

82.9 82.3
81.1 80.7 

77.2 

73.8 

70.2 70.7

50

60

70

80

90

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇27/25 分からない問題があるとき、見方や考え

方を変えながら、あきらめずに取り組ん

でいますか。

※「取り組んでいる」+「どちらかといえば取り組んでいる」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

81.2 80.6 81.4 80.9 

72.2 
71.3 70.6

72.7 

50

60

70

80

90

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇28/26 分からないところは先生や友達に質問して

解決していますか。

※「している」+「どちらかといえばしている」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 
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「言語活動」に関わる質問紙調査結果については、どのような傾向が見

られましたか。 
 Question 

  ２ 
言語活動 

 
１ 「◇30/28話し合いながら整理して発表する学習活動に取り組んでいる」「◇33/31自分

の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう工夫している」と肯定的に

回答した児童生徒の割合は、減少している。  

２ 「◇36/34話し合う活動を通じて、自分の考えを広げたり、深めたりできている」と肯

定的に回答した児童生徒の割合は、小学校は横ばいであるが、中学校は減少傾向である。 

Answer    

 Ⅰ
 

調
査
結
果
（（概
要
） 

81.4 81.2 80.9 

78.7 

79.2 
80.0 80.0 

77.3 

60

70

80

90

100

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇30/28 授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を

立て、その解決に向けて情報を集め、話し合いなが

ら整理して発表する学習活動に取り組んでいますか。

※「取り組んでいる」+「どちらかといえば取り組んでいる」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

75.1 76.0 76.0 75.6 

80.5 80.0
79.0 78.3 

60

70

80

90

100

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇36/34 学級の友達との間で話し合う活動を通

じて、自分の考えを広げたり、深めたり

することができていますか。

※「できている」+「どちらかといえばできている」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

63.8 63.1 

65.9 

63.6 
64.5

66.2 

65.7 

61.9

50

60

70

80

90

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇33/31 授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考

えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てな

どを工夫して発表していますか。

※「している」+「どちらかといえばしている」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

～目的意識を明確にして 
必要感のある話合い活動を～ 

「◇35/33友達と話し合うとき、目的をもって取
り組んでいる」と肯定的に回答した児童ほど、
「◇36/34話し合う活動を通じて、自分の考えを広
げたり、深めたりすることができている」と回答
しています。この話合いによって何を得たいのか
という目的意識をもつことで、その効果を実感す
ることにつながります。教師は、交流相手や交流
のタイミングを自分で判断するための手立てを設
け、必要感のある話合い活動へと導きましょう。 

Column 

5.9 

10.6 

28.9 

62.2 

14.5 

35.3 

49.0 

30.3 

30.6 

44.5 

20.2 

6.2 

49.0 

9.6 

1.8 

1.1 

0.2 

0.2 

0.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組んでいない

あまり

取り組んでいない

どちらかといえば

取り組んでいる

取り組んでいる

できてきる どちらかといえばできている
あまりできていない まったくできていない
その他

「◇35/33話し合うとき、目的をもって取り組んでいる」と 
「◇36/34自分の考えを広げたり、深めたりできている」の
クロス集計（Ｒ６小） 【児童生徒質問紙】 

◇35/33 

◇36/34 
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「学習習慣」に関わる質問紙調査結果については、どのような傾向が見

られましたか。 
 Question 

  ３ 
学習習慣 

  
１ 「◇39/38 家で自分で計画を立てて勉強をしている」と肯定的に回答した児童生徒

の割合は、小・中学校ともに、減少傾向である。 
２ 「◇41/40平日に1時間以上勉強している」と回答した児童生徒の割合は、小・中

学校ともに減少傾向である。 
 

Answer    

 

65.5 

62.0 61.3 

58.5 

49.8 

47.5 
48.6 

47.3 

40

50

60

70

80

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇39/38 家で自分で計画を立てて勉強をしていま

すか。

※「している」+「どちらかといえばしている」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

61.0 

58.3 

56.1 

53.5 

66.4 
64.5 

61.7 

58.9 

40

50

60

70

80

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇41/40 学校の授業以外に、普段（月～金曜日）、１日当たり

どれくらいの時間、勉強をしますか。（宿題や学習塾

や家庭教師の時間もふくみます。）

【児童生徒質問紙】

(％) 

※「１時間以上」と回答 

Column 

～授業で身に付けた 

    学びに向かう力を生かして～ 

 

家庭学習において、授業で自己選択・自己決定

をしながら学ぶことで身に付けた主体的に学習に

取り組む態度を発揮して、自分の課題解決に取り

組む児童生徒を育てていきたいものです。自走す

ることができる児童生徒を育てる授業改善がここ

でも生かされるのではないでしょうか。 

特に、一人一台端末の持ち帰りが進んでいるこ

とから、家庭での一人一台端末を使った学習方法

等を、具体例を挙げながら教える必要が出てきて

います。 

8.9 

15.8 

8.5 

10.0 

0.6 

6.3 

2.8 

5.7 

47.5 

51.9 

38.0 

44.3 

25.9 

17.7 

26.8 

27.1 

2.5 

3.8 

5.6 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5小

R6小

R5中

R6中

毎日持ち帰って、毎日利用させている

毎日持ち帰って、時々利用させている

時々持ち帰って、時々利用させている

持ち帰らせていない

持ち帰らせてはいけないこととしている

臨時休業等の非常時のみ、持ち帰ることとしている

その他

◆34児童（生徒）一人一人に配備されたＰＣ・タ

ブレットなどの端末を、どの程度家庭で利用

できるようにしていますか。

 14.6 

 4.4 

 16.9 

 7.1 

 1.4 

【学校質問紙】 
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 「◇6/6 自分には、よいところがある」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小・中

学校ともに増加傾向である。 

Answer    

 

「自己有用感 規範意識等」に関わる質問紙調査結果については、  

どのような傾向が見られましたか。 

 
Question 

４ 
自己有用感 
規範意識等 

 

Ⅰ
 

調
査
結
果
（概
論
） 

69.0 68.7 

69.7 70.9

67.9 68.3 

70.6 
72.1 

60

70

80

90

100

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇6/6 自分には、よいところがあると思いますか。

※「思う」+「どちらかといえば思う」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

92.5 92.3 91.6 91.9 

92.7 
93.5 93.8 93.1 

60

70

80

90

100

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇4/4 ものごとを最後までやりとげて、うれしかっ

たことがありますか。

※「ある」+「どちらかといえばある」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

79.1 78.6 79.0 78.2 

73.2 
71.4 

69.3 69.5 

60

70

80

90

100

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇5/5 むずかしいことでも、失敗をおそれないで

挑戦していますか。

※「している」+「どちらかといえばしている」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

95.3 94.7 

95.3 94.6
95.7 

95.0 

95.1 
94.5 

60

70

80

90

100

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇13/13 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。

※「思う」+「どちらかといえば思う」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 
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「学校生活」に関わる質問紙調査結果については、どのような傾向が見

られましたか。 
 Question 

  ５ 
学校生活 

 

Column 

 

１ 「◇50/49学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがある」と肯定的に

回答した児童生徒の割合は増加傾向である。 

２ 「◇51/50学級では、安心して自分の意見を言うことができる」と肯定的に回答した児童

生徒の割合が、小学校は横ばいであるが、中学校では増加している。  

Answer    

      

(

％

) 

78.7 78.1 78.4 

76.9
75.8 75.2 

77.3

77.0 

50

60

70

80

90

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇49/48 学校に行くのは楽しいと思いますか。

※「思う」+「どちらかといえば思う」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

「◆26誰もが参加しやすい学び合いになるよ

うに工夫している」と約９割の小・中学校が肯

定的に回答しています。多様な児童生徒が共に

学ぶ授業の中で、それぞれの意見を大切するこ

とから始めて、だんだんと児童生徒が安心して

自分の意見を言えるようになるのでしょう。 

40.5 

34.3 

55.7 

57.1 

3.2 

8.6 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R6

小

R6

中

よくしている どちらかといえばしている
あまりしていない 全くしていない
その他

普段の授業で、児童生徒の自由な発想や多様な考え

を受け入れるなど誰もが参加しやすい学び合いにな

るように工夫していますか。

◆26 

 【学校質問紙】 

84.9 

83.9 84.3 84.9 84.8

85.1 85.6 
87.2 

60

70

80

90

100

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇50/49 学級みんなで協力して何かをやり遂げ、う

れしかったことがありますか。

※「ある」+「どちらかといえばある」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

70.9 70.8 70.6 70.5 

76.9 76.8 
75.5 

77.5

50

60

70

80

90

R3 R4 R5 R6

小５

中２

◇51/50 学級では、安心して自分の意見を言うこと

ができますか。

※「できる」+「どちらかといえばできる」と回答

【児童生徒質問紙】

(％) 

 ～誰もが参加しやすい学び合い～ 
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 Ƽƥ1 6 /1 6 ₳ ǲ 1 ̊ʣȰɶɞșǠȒƽƲƼƥ1 7/17 ₳ ǲ 1 ̊ʣ ȋɟ

ɶɩƲȢɱȽɶɋɁɆșǠȒƽǯᶥ ǞǦЃ ♪ǵҊֻǶƲᾛɵʴἶ ǯȉǲṔ

қϊׄǮǉȒƳ 
 Ƽƥ19 / 19 ̓ ɩɶɩșὃǪǭǋȒƽǯ ὑ ǲᶥ ǞǦЃ ♪ǵҊֻǶƲᾛɵʴἶ

ǯȉǲƲ ᾜǞǭǋȒƳ 
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70.6 
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70.9 
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74.9 

77.9 

67.4 
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